
平成１９年　１１　月　２３日

報告者　　　朝　生　照　雄　　　　　　　　 ㊞

開催期間

開催場所

参加国数 １７１　　名

団　長

監　督

コーチ

コーチ

通　訳

所属連盟 順 位 備　　　　　　　　考

東　京 ５位

静　岡 ７位

東　京 ８位

大　阪 15位

 ７０ｋｇ級

 ７０ｋｇ級

 ７５ｋｇ級

５６　　ヵ国

 社団法人 日本ボデｲビル連盟会長

役　　職　・　他

カテゴリー

後　藤　　　剛

吉　田　　　進

今　中　博　道  ８０ｋｇ級

今大会は世界５６カ国より１７１名の選手が参加しており、６０ｋｇ級から１００ｋｇ超級までの９階級で行なわ
れた。１クラス１５名から２５名が出場し、今大会の特徴としては、７５ｋｇ級が選手の数が多いのは当然ではあ
るが、８５ｋｇ級から１００ｋｇ超級にも２０名前後出場しており、それもかなり仕上がりも良く好選手が多かった。

昨年ドーハで行なわれたアジア競技会で入賞した選手も何人か見受けられたが、同じアジアの各国から
は、新顔の好選手がかなり出場してきており、今大会でもアジア人の活躍が目立っていた。

９階級のうち４階級で優勝しており、アジアのレベルが高いことを証明し、特にバーレンと韓国が国別対抗
で３位と４位に入った。

レポート

日本選手は日本選手権大会の３週間後ということもあり、全員良いコンデｲションで参加する事が出来、
７０ｋｇ級の合戸選手と須江選手はどちらも良かったが、須江選手の背中の広がりは特に目をひき、外国の
選手にはいないタイプであり、さらに表現力の巧みさも充分発揮し、見事５位入賞をはたした。 合戸選手の
場合は、外国選手並みの大きさと厚みがあり、かえって審査員の目を引けなかったのかもしれない。

でも７位入賞はすばらしく本当に惜しいところだった。７５ｋｇ級の谷野選手も好調を維持して望んだところ
でしたが、大変な激戦の中での８位は健闘したと言えるでしょう。

最後に８０ｋｇ級の今中選手はやはり、世界の重量級の中で、一生懸命アピールしたが、粒の揃ったハイレ
ベルの中で孤軍奮闘し、この階級での１５位入賞をはたしたことはすばらしいと思います。
　４人の選手とも来年のこの大会につながる良い成果でした。
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